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第２章   子育てにおける現状と課題 

１．人口等の状況 

 ⑴人口 

国勢調査で見る本市の総人口は、昭和 35 年の 30,498 人から減少を続け、平成 12 年には２

万人を切り 19,472 人となっています。 

その間、１４歳以下の年少人口は、昭和 35 年の 10,121 人（33.2％）から平成 12 年には 2,414

人（12.４％）へ、１５歳から６４歳の生産人口は、昭和 35 年の 18,366 人（60.2％）から平

成 12 年には 11,677 人（60.0％）といずれも減少していますが、６５歳以上の老年人口は、

昭和 35 年の 2,011 人（6.6％）から平成 12 年には 5,381 人（27.6％）と逆に増加しています。 

図Ⅰ 総人口の推移 （各年 10 月 1 日現在） 
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資料：国勢調査 
 

 

 
 資料：国勢調査 

 

図Ⅱ　人口構成比の推移　（各年１０月１日現在）
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⑵人口動態 

 平成 6 年度から平成 15 年度までの人口の社会動態をみると、常に転出が転入を上回ってお

り、ほぼ毎年 200 人以上の人口の社会減がみられます。 

 また、自然動態についても死亡数が出生数を上回っており、死亡数は大きな変化はみられま

せんが、出生数は、平成 6 年度と平成 15 年度を比較すると半減しており、近年は 100 人を下

回っています。 
 

図Ⅲ　室戸市の人口の動態　（各年３月末現在）
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資料：住民基本台帳 
  

 ⑶人口構成 

 本市の人口構成は平成 16 年 3 月末現在を見ると、ベビーブーム世代の５０代が最も多く、

親となるべき２０台後半・３０台前半の人口が少なくなっており、結果として０歳～４歳の子

どもが極端に減少しています。 

 

図Ⅳ　室戸市の人口ピラミッド  （平成１６年３月末現在）
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資料：住民基本台帳 
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⑷未婚率の推移（20～39 歳） 

 20～39 歳男女の未婚率の推移を昭和 60 年から平成 12 年にかけてみると、ほぼすべての年

齢階級について上昇しています。 

 男性についてみると「35～39 歳」で昭和 60 年の 14.5％が、平成 12 年には 28.7％と約２

倍に上昇し、「30～34 歳」では、昭和 60 年の 34.9％が、平成 12 年には 48.3％に増えてい

ます。 

 女性についても、昭和 60 年には「25～29 歳」で約 30％、「30～34 歳」で約 10％の未婚

率でしたが、平成 12 年では「25～29 歳」で 50％以上、「30～34 歳」で 30％に近いひとが

未婚となっています。 

 

図Ⅴ　未婚率の推移《男性》　（各年１０月１日現在）
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未婚率の推移《女性》　（各年１０月１日現在）
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資料：国勢調査 
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⑸婚姻・離婚件数 

 本市の離婚件数は、昭和 60 年度をピークとして、比較的平均的に推移しています。 

一方、婚姻件数については、平成 7 年度より激減し、それ以降はピーク時の昭和 60 年の約半

数となっています。 

図Ⅵ　婚姻・離婚件数　（各年３月末現在）
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資料：住民基本台帳 

⑹合計特殊出生率の推移 

 一人の女性が生涯に何人の子どもを産むかを推計した合計特殊出生率について、平成 11 年

から 15 年までの 5 年間についてみると、本市の状況は、平成 12 年度を除き全国平均を上回

っています。 

 また、年ごとに増減があり、国や県のような連続して減少する傾向は、みられていません。 

図Ⅶ　合計特殊出生率の推移
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平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年
全　　　　　国 1.34 1.36 1.33 1.32 1.29
高　　知　　県 1.43 1.45 1.42 1.38 1.34
室　　戸　　市 1.44 1.33 1.48 1.38 1.52  
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⑺児童の推計人口 

 前期計画期間（平成 17 年から 21 年）における各年４月１日の児童の人口を推計すると、

下記の様に、就学前児童は 5 年間で 89 人の減、小学校児童は 238 人の減と推計されています。 

この数を平成 16 年度現在と比較すると、就学前児童では、市内で最大の浮津保育所の入所

者 79 名を上回り、小学校児童では佐喜浜小と吉良川小を合わせた児童数（計 231 人）に匹敵

するものとなっています。 

児童の推計人口  （各年４月 1 日推計） 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 0～5歳合計

推 平成17年 83人 83人 78人 87人 92人 99人 522人 
計 平成18年 80人 80人 84人 71人 86人 91人 492人 
人 平成19年 77人 77人 81人 77人 70人 85人 467人 
口 平成20年 73人 74人 78人 74人 76人 69人 444人 

平成21年 69人 70人 75人 71人 73人 75人 433人 

6歳児（小1） 7歳児（小2） 8歳児（小3） 9歳児（小4） 10歳児（小5） 11歳児（小6） 6～11歳合計

推 平成17年 126人 120人 145人 146人 146人 156人 839人 
計 平成18年 97人 131人 120人 146人 143人 149人 786人 
人 平成19年 89人 102人 130人 121人 143人 146人 731人 
口 平成20年 83人 93人 102人 131人 119人 146人 674人 

平成21年 67人 87人 93人 103人 129人 122人 601人 

児童年齢

児童年齢

 
※住民基本台帳を用いたコーホート変化率法による推計 

２．出産・子育てを妨げる原因 

 本市の児童の減少の要因としては、就労の場の不足等による出産可能な年齢層の人口の減少

が最大の理由であると考えられますが、市内在住者においても晩婚化・未婚化の進行の傾向が

見られます。 

一方、夫婦においての出生率の低下が全国的にも進んでおり、市内の現在子育て中の家庭に

おいても、どのような子育てに関する悩みや不安を感じ、どのように解消しようとしているか

について調査しました。 

⑴子育てに関する悩みや不安感 

①不安感や負担感の有無 

子育てに関する不安感や負担感の有無については、「非常に不安や負担を感じる」あるいは
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「なんとなく不安や負担を感じる」が就学前児童では 45.3％小学校児童で、36.8％を占めて

いるものの、「全く感じない」あるいは「あまり不安や負担などは感じない」も就学前児童

36.4％・小学校児童 37.3％います。 

②子育てで悩んでいること 

具体的にどのような悩みあるいは気になることがあるかをみると、就学前児童では「病気や

発育・発達に関すること」が 52.4％で最も多く、ついで「子どもを叱りすぎているような気

がすること」が 40％台、「食事や栄養に関すること」「子どものしつけ方」「子どもの教育に関

すること」が 30％台で続いています。 

小学校児童では「子どもを叱りすぎているような気がすること」が 27.6％で最も多く、「子

どもの友人関係に関すること」や「子どもの教育に関すること」「子どもとの時間を十分にと

れないこと」「病気や発育・発達に関すること」「子どものしつけ方」も 20％を超えています。 

 
図 子育てで悩んでいること 
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③不安に思っていること 

特に不安に思っていることや悩んでいることについては、就学前児童では「気分が落ち込ん

だり、イライラするような精神面での不安定」と「自分の自由な時間が持てない」が共に 23.1％
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を占め、「子育てで出費がかさむ」が 19.1％、「子育てによる身体の疲れが大きい」「仕事が十

分にできない」が共に 15％以上となっています。また、小学校児童では「子どもの行動や性

格に関すること」が 23.5％で最も多く、ついで「子育てで出費がかさむ」20.9％、「精神面で

の不安定」15.1％、「住居が狭い」12.7％、「学校や塾に関する情報が少ない」11.4％などが続

いています。また、「不安や悩んでいることは特にない」も 25.6％を占めています。 

 
図 不安に思っていること 
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 ④相談相手 

 子育てに関する悩みや不安などの相談相手は、就学前児童では「その他の親族（親、兄弟な

ど）」が 77.3％で最も多く、次いで「配偶者・パートナー」や「隣近所の人、地域の知人、友

人」も 60％を超えています。その他、「保育所、学校の保護者の仲間」が 30％台、「職場の人」

「保育士、学校の先生」が共に 20％台を占めています。また、小学校児童では「配偶者・パ

ートナー」が 69.7％で最も多く、「その他の親族（親、兄弟など）」も 66.7％を占めています。

その他、「隣近所の人、地域の知人、友人」が 49.3％、「保育所、学校の保護者の仲間」と「職

場の人」が 20％台、「保育士、学校の先生」が 10％台となっています。 
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⑵子育てサービスの認知状況や利用意向 

 子育て不安解消や相談機能の面から、市の行っている子育てサービスや自主活動グループに

ついて、どのように利用（参加）されているかを調査しました。 

①子育てサービスの利用状況 

「利用したことがある」の割合が高いのは、就学前児童では【乳児、１歳６ヵ月児、３歳児

健康診査】であり、「知っている」と答えたほぼ全員に近い人が利用もしています。その他、

【新生児訪問、乳児訪問】が 56.9％、【子育て広場】【延長保育事業】が 30％台を占めていま

す。逆に、【障害児保育事業】や【家庭児童相談室】【妊娠相談】【児童館】などは利用割合が

低く、また、小学校児童では「利用したことがある」の割合は、いずれのサービスも 10％未

満であり、中でも【市教育委員会が行っている教育相談】や【家庭児童相談室】は１％台です。 
図 子育てサービスの利用状況 
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（小学校児童）
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②子育てサービスの利用意向 

「今後利用したい」サービスは、就学前児童では【乳児、１歳６ヵ月児、３歳児健康診査】

が 71.6％で最も多く、ついで【延長保育事業】と【室戸市保険福祉センターでの情報・相談

サービス】が共に 50％台、【市の発行している子育てガイド】や【子育て広場】【一時保育事

業】【児童館】【地域子育て支援センター等】がいずれも 40％台を占めています。逆に、利用

意向の低いサービスは、【障害児保育事業】や【妊婦訪問】【妊娠相談】などであり、小学校児

童では【室戸市保健福祉センターでの情報・相談サービス】が 30.3％を占め、ついで【児童

館】27.8％、【地域子育て支援センター等】25.6％、【市教育委員会が行っている教育相談】23.3％

などとなっています。 

③自主的な活動への参加状況 

 子育てに関するサークルなど自主的な活動への参加について、就学前児童の 52.0％は「参

加していないし、するつもりもない」と回答していますが、「参加していないが、機会があれ

ば参加したい」と回答した人が 39.1％おり、「現在参加している」人は 4.0％です。 

小学校児童の、66.3％は「参加していないし、するつもりもない」と回答していますが、「参

加していないが、機会があれば参加したい」と回答した人が 23.9％おり「現在参加している」

人は 2.3％です。 
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⑶子どもの居場所 

①日ごろの居場所等（小学校児童） 

A. 平日の放課後の過ごし方 

（14～16 時）69.7％が「学校にいる」と回答しており、その他、「家族・親族（大人）と過ご

している」6.1％、「公園などで友だちと遊んでいる」4.3％、「友だちの家にいる」4.1％など

が続いています。 

（16～18 時）「家族・親族（大人）と過ごしている」が 34.1％で最も多く、ついで「クラブ

活動や地域活動」16.0％、「公園などで友だちと遊んでいる」9.2％、「家で兄弟姉妹と子ども

だけで過ごしている」8.0％、「家でひとりで過ごしている」7.2％などが続いています。 

（18～20 時）78.7％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、「クラブ活動

や地域活動」が 5.9％、「学習塾や習いごとに行っている」が 3.1％などで続いています。 

（20 時以降）88.3％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、その他は「家

で兄弟姉妹と子どもだけで過ごしている」1.8％、「家でひとりで過ごしている」0.8％がわずか

に見られる程度です。 

B． 土曜日の過ごし方 

（８～10 時）64.6％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、ついで「家で

兄弟姉妹と子どもだけで過ごしている」6.8％、「学習塾や習いごとに行っている」6.3％、「家

でひとりで過ごしている」3.9％などが続いています。 

（10～12 時）42.1％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、ついで「友だ

ちの家にいる」11.4％、「公園などで友だちと遊んでいる」10.4％、「家で兄弟姉妹と子どもだ

けで過ごしている」7.6％などとなっています。 

（12～14 時）48.7％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、ついで「公園

などで友だちと遊んでいる」12.5％、「友だちの家にいる」10.4％、「家で兄弟姉妹と子どもだ

けで過ごしている」4.9％などとなっています。 
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（14～16 時）「家族・親族（大人）と過ごしている」が 26.2％で最も多いが、「公園などで友

だちと遊んでいる」や「友だちの家にいる」も共に 20％前後を占めています。 

（16～18 時）55.6％が「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、ついで「公園

などで友だちと遊んでいる」11.4％、「友だちの家にいる」5.9％、「学習塾や習いごとに行って

いる」5.7％などが続いています。 

（18～20 時）83.8％は「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、その他は「ク

ラブ活動や地域活動」3.1％、「家で兄弟姉妹と子どもだけで過ごしている」2.3％などがわずか

に見られる程度です。 

（20 時以降）87.5％は「家族・親族（大人）と過ごしている」と回答しており、その他は「家

で兄弟姉妹と子どもだけで過ごしている」1.8％、「学習塾や習いごとに行っている」0.6％など

がわずかに見られます。 

C．望ましい交流の場 

 「土日に活動ができたり遊べる場」が 68.9％で最も多く、「遊びを教えたり、社会生活のル

ールなどを教える場」も 61.3％を占めています。その他、「子ども同士で自主活動などができ

る場」が 40％台、「高齢者と子どもが交流できる場」「子ども自身が悩みを相談できる場」が共

に 20％台となっています。 

図 望ましい交流の場 
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D.よく利用する公共施設 

 「公園」が 22.9％で最も多く、「図書館」も

20.0％となっています。その他、「体育施設」

12.9％、「公民館、コミュニティーセンター」

9.0％、「児童館」5.9％などがあります。また、

「いずれも利用しない」も 36.6％を占めてい

ます。 

図 よく利用する公共施設 
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（％）

 

②家の近くの遊び場 

 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることとして、就学前児童では「雨の日

は場所がない」が 51.1％を占め、「近くにない」も 49.3％を占めています。その他、「種類が

充実していない」が 20％台、「遊び仲間がいない」「道路が危険」が 10％台を占めています。 

同様に、小学校児童においても「雨の日は場所がない」が 54.0％を占め、「近くにない」も

52.3％を占める。その他、「十分な広さがない」「種類が充実していない」「道路が危険」がい

ずれも 10％台を占めています。 

③外出の際に困ったこと 

 子どもと外出の際に困ったこととしては、就学前児童では「子どもとの食事に配慮した場所

がない」や「トイレの配慮がない」「子どもを遊ばせる場所がない」がいずれも 30％強を占め、

「授乳する場所がない」や「暗い通りなど犯罪が心配」「通りの安全が心配」がいずれも 15％

強を占めています。小学校児童では「暗い通りなど犯罪が心配」が 27.4％で最も多いが、「子

どもを遊ばせる場所がない」も 26.2％を占めています。その他、「まちなみにゆとりとうるお

いがない」や「通りの安全が心配」「子どもとの食事に配慮した場所がない」「トイレの配慮が

ない」がいずれも 10％台を占めています。 
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⑷仕事と子育ての両立について 

①仕事と子育ての両立について 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることは、就学前児童では「自分が病気・けが

をした時や子どもが急に病気になった時に代わりに面倒を見る人がいない」が 26.2％で最も

多く、「子どもと接する時間が少ない」「仕事と家事・育児の両立が体力・時間的に難しい」も

共に 23.6％を占めており、その他、「急な残業が入ってしまう」が 14.2％を占めています。 

また、小学校児童では「病気の時など代わりに面倒を見る人がいない」が 25.4％で最も多

く、ついで「子どもと接する時間が少ない」24.3％、「急な残業が入ってしまう」13.5％など

となっており、また、「大変だと感じることは特にない」が 24.9％となっています。 
図 仕事と子育ての両立について 

（就学前児童） （小学校児童）
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（％）
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その他
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（％）

 
 

②父親の子育てや家事へのかかわり方 

 子育てや家事への父親のかかわり方については、就学前児童では「よくかかわっている」あ

るいは「ときどきかかわっている」が 69.3％を占めており、「まったくかかわっていない」あ
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るいは「あまりかかわっていない」は 11.2％にすぎません。小学校児童においても「よくか

かわっている」あるいは「ときどきかかわっている」が 64.6％を占めています。逆に、「まっ

たくかかわっていない」あるいは「あまりかかわっていない」は 16.4％となっています。 

③子どもが病気の時の対応 

A．病欠で保育所等を休んだことの有無 

この１年間、病欠で保育所等を休んだことの有無は、「あった」が 83.9％で圧倒的に多く、

「なかった」が 10.9％を占めています。 

B．対処方法 

病欠の際の対処方法は、「父親または母親が

仕事を休んだ」が 78.3％で圧倒的に多く、「親

族・知人（同居人を含む）に預けた」が 37.9％、

「就労していない保護者が自宅でみた」が

13.7％、「仕方なく子連れで仕事をした」が

5.0％などとなっています。 

図 対処方法 
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その他

（％）

 

C．仕事を休んだ場合の困難度 

父親または母親が仕事を休んだ場合の困難度については、「非常に休みにくかった」あるい

は「どちらかというと休みにくかった」が合わせて 65.8％を占め、「特に問題ではなかった」

は 31.0％となっています。 

④育児休業制度利用の有無及び理由 

就学前児童では、子どもが生まれた時、「仕事をしていた」と回答した人について、育児休

業制度利用の有無をみると、「利用したことがある」は 39.4％あり、「利用しなかった」が 59.2％

を占めています。「利用しなかった」人の利用していない理由をみると、「職場に育児休業の制

度がなかったから」が 38.1％で最も多く、ついで「自分の仕事が忙しく、同僚に迷惑がかか
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るから」「取得すると収入が減るから」「制度を知らなかったから」がいずれも 16.7％、「育児

休業制度の対象者ではなかったから」が 14.3％などとなっています。小学校児童においては、

子どもが生まれた時「仕事をしていた」は 34.4％であり、そのうち育児休業制度を「利用し

たことがある」は 28.4％です。「利用しなかった」人の利用していない理由をみると、「職場

に育児休業の制度がなかったから」が 37.0％で最も多く、ついで「自分の仕事が忙しく、同

僚に迷惑がかかるから」20.2％、「取得したいと思わなかったから」14.3％、「取得すると収入

が減るから」13.4％、「取得しにくい雰囲気が職場内にあったから」「制度を知らなかったから」

が共に 10.1％などとなっています。 

⑤看護休暇制度利用の有無及び理由 

 看護休暇制度利用の有無について、就学前児童で「仕事をしていた」と回答した人の看護休

暇制度利用の有無をみると、「利用したことがある」は 7.0％であり、「利用しなかった」が圧

倒的に高くなっています。小学校児童においても「利用したことがある」は 7.0％にすぎず、

「利用しなかった」が 83.1％を占めています。「利用しなかった」人の利用していない理由を

みると、就学前児童では「制度を知らなかった」が 50.8％で最も多く、ついで「職場に看護

休暇の制度がなかったから」が 33.9％、「自分の仕事が忙しく、同僚に迷惑がかかるから」が

18.6％などとなっています。小学校児童においても同様に「職場に看護休暇の制度がなかった

から」が 41.6％で最も多く、「制度を知らなかった」も 27.7％を占めています。その他、「自

分の仕事が忙しく、同僚に迷惑がかかるから」が 16.1％、「取得しにくい雰囲気が職場内にあ

ったから」が 10.9％などとなっています。 

 

⑸市に期待する子育て支援 

市に期待する子育て支援策の充実については、就学前児童では「出かけやすく楽しめる場の

増設」が 74.2％で最も多く、「保育所の費用軽減」や「医療機関の整備」も 60％を超えていま

す。その他、「親子が集まれる場の設置」が 30％台、「保育サービスの充実」と「職場環境改

善」が共に 20％台を占めています。一方、小学校児童では「医療機関の整備」が 58.5％で最
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も多く、「サークル活動の場の提供」も 54.2％を占めています。その他、「親子が集まれる場

の設置」が 30％台、「保育所の費用軽減」が 20％台を占めています。 

 
図 市に期待する子育て支援 （就学前）                    （小学校） 
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３．中・高校生の意識調査 

室戸市の少子化の進行の歯止めのためには、若年人口の定着が必須であり、次代の親となる

べき中・高校生についての意識調査を実施しました。 

⑴将来の意向について 

①室戸市での今後の居住意向等について 

室戸市での今後の居住意向については、「離れるが年をとったら帰ってきたい」が 30.2％で

最も多く、「離れて戻ってくるつもりはない」や「離れるが、経験や知識・技術を身につけて

戻ってきたい」が共に 20％を超えており、「このまま住み続けたい」も 17.5％を占めています。

住み続けたい主な理由と事情については、「自分の育ったところだから」が 45.8％で最も多く

「なんとなく」と「親や家族と暮らしたいから」が共に 20％台、「子育て環境が良いから」と

「自然にあふれているところで生活したいから」が 11.9％を占めています。 

 室戸市を離れる主な理由や事情についてみると、「希望する職場・職種がないから」が 41.6％

で最も多く、次いで「進学するため」が 30.0％、「自分の可能性を試してみたいから」が 22.0％

と進路に関わることが上位３つを占めており、若者定着、U ターンのために必要な条件や環境 

整備としては、やはり「能力が活かせる職場」が 57.1％で最も多くなっています。       

図 室戸市を離れる主な理由や事情      図 若者定着、U ターンのために必要な条件や環境整備 
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②仕事に対する意識 

仕事に対するイメージとしては、「お金をかせぐ」が 25.1％で最も多く、「人生のやりがい」

も 21.6％を占めています。ついで、「いろいろな経験」「大変そう」が共に 10％台で続いてい

ます。仕事に対する希望としては、50.6％が「やりがいのある仕事」と回答しており、「収入

の高い仕事」や「失業の不安のない仕事」が共に 10％台で続いています。 

図 仕事のイメージ            図 仕事についての希望 
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③結婚について  

結婚については、61.8％は「結婚したい」と回答しており、「どちらともいえない」が 28.1％

を占めるが、「結婚したくない」も 8.6％います。結婚のイメージとしては、「好きな人と一緒

にいられる」と「子どもや家庭が持てる」が共に 54.1％で最も多く、「子育てが大変そう」や

「家事が大変そう」「精神的、経済的に安定」がいずれも 20％前後を占めています。 

図　結婚について 図　結婚のイメージ

結婚した
い

61.8%

結婚した
くない
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無回答
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どちらとも
いえない
28.1% 19.8

22.5

6.8

2.1

11.8

12.7

54.1

54.1

19.5

12.7

9.5

6.8

4.1

0 10 20 30 40 50 60

好きな人と一緒
にいられる

子どもや家庭が持てる

子育てが大変そう

家事が大変そう

精神的、経済的に安定

親から独立

親等が安心する

相手家族等との
付合が大変そう

時間等自由にできない

生活上便利になる

他人との家庭は面倒そう

その他

わからない

（％）
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④子どもの希望と子育てについて 

 将来、子どもが欲しいかどうかについては、66.6％が「欲しい」と回答しており、「どちら

ともいえない」が 23.4％を占め、「欲しくない」は 8.3％を占めています。 

 希望する子ども数は、「２人」が 62.7％で最も多く、「３人」28.0％、「１人」5.3％、「４人

以上」3.1％となっています。また、子どもを持つことのイメージについては、「当然育てたい」

と「自分の子どもはかわいい」が共に 54.4％で最も多く、ついで「人間として成長できる」

が 34.9％、「負担が大きい」「環境の悪化で将来が心配」「自由な時間がなくなる」「老後が安

心」がいずれも 10％台を占めています。子育て中の親の生き方として、男性（父親）は、「仕

事と子育ての両立を図るよう努めるべきだ」が 56.2％で最も多く、「子育てより仕事を優先す

るのはやむを得ない」が 16.6％、「子育てより仕事を優先すべき」が 6.8％を占めています。 

 女性（母親）は、「仕事と子育ての両立を図るよう努めるべきだ」が 29.6％で最も多いが、

「仕事より子育てを優先すべきだ」や「仕事より子育てを優先するのはやむを得ない」も共に

20％を超えています。 

図　子どもを持つことのイメージ 図　子育て中の親の生き方

6.2

1.2

5.6

14.8

15.1

54.4

54.4

11.8

8.0

34.9

18.9

0 10 20 30 40 50 60

当然育てたい

自分の子どもはかわいい

人間として成長できる

負担が大きい

環境の悪化で将来が心配

自由な時間がなくなる

老後が安心

親等が安心する

わずらわしい

その他

わからない

（％）

0.9

2.1

29.6

21.9

22.5

1.5

11.8

9.8

0.6

2.1

16.6

6.8

10.7

5.6

56.2

1.5

0 20 40 60

子育てより仕事

子育てより仕事は
やむを得ない

両立すべき

仕事より子育ては

やむを得ない

仕事より子育て

その他

わからない

無回答

（％）

男性の生き方 女性の生き方
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⑵現在の状況について 

①時間をかけたいこと 

時間をかけたいことをみると、「その他の趣味の活動」の 17.5％、「パソコンやゲーム」の

8.6％、「バンド等のグループ活動」の 2.4％、「テレビやビデオをみる」の 5.0％といった自分

の趣味に時間をかけたいが 33.5％、「友人と遊ぶ」の 26.6％、「友人とのおしゃべり」の 2.1％

といった友だちづきあいに時間をかけたいが 28.7％を占めており、大半が自分の趣味や友だ

ちづきあいに時間をかけたいと考えています。 

一方で、「アルバイト」5.6％や「ボランティア活動」0.6％をあげている人はあまりみられ

ず、関心の低さがうかがえます。また、「特にない」5.6％、「何もしない」4.4％といった特に

やりたいことのない人もわずかであるがみられます。 

②現在悩んでいること 

現在悩んでいることを悩んでいる順にみると、１位で上位にあげられていたものは「勉強や

進学」が 31.4％、「好きな異性のこと」が 9.2％、「自分の将来」が 8.9％となっている。一方

で、「悩んでいることはない」という人も 10.9％います。 

２位で上位にあげられているものは、「自分の将来」が 19.9％、「勉強や進学」が 13.3％、

「友だちや仲間」が 9.3％となっています。 

３位で上位にあげられたものは、「自分の将来」が 11.6％、「自分の顔など」が 9.0％、つい

で「友だちや仲間」と「勉強や進学」が同じく 8.0％となっています。また、１位や２位と異

なり、「無力感」をあげる人の割合が高くなっています。また、悩みごとの相談相手について

みると、悩みごとの１位から３位まで「学校の友達」と「母親」が上位にあげられています。 

一方で、「相談している人はいない」という人は、１位で 22.6％、２位で 22.3％、３位で

19.9％と高くなっています。 
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図 現在悩んでいること 
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6.3

5.0

1.3

0.0

26.9

7.1

8.9

5.9

10.9

3.6

4.4

31.4

9.2

6.5

6.2

3.3

0.6

2.1

0 5 10 15 20 25 30 35

勉強や進学

好きな異性

自分の将来

友だちや仲間

学校生活

自分の顔など

家庭や家族

無力感

就職

流行やファッション

その他

悩んでいることはない

無回答

（％）

１位 ２位 ３位
 

 

⑶人とのふれあいについて 

①両親との会話 

 両親との会話について、どのような話をしているかをみると、父親とは、「勉強や進学」が

28.4％で最も多く、「テレビ番組」や「学校生活」も 20％を超えています。その他、「友だち

や仲間」「社会の出来事」「就職」「趣味」などが 10％台で続いており、「ほとんど会話をしな

い」も 18.3％となっています。 

母親とは、「勉強や進学」が 42.3％で最も多く、「学校生活」も 41.4％を占めています。 

その他、「友だちや仲間」が 30％台、「テレビ番組」「自分の将来」が共に 20％で続いてお

り、「ほとんど会話をしない」は 5.0％で父親の３分の１以下となっています。 
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図 両親との会話 
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（上位10位）

 

②学校や地域での活動への参加状況 

学校や地域での活動への参加状況をみると、学校や地域での活動に参加している人が大半を

占めている一方で「特にない」人も 14.5％います。 

学校や地域での活動の内訳についてみると、「学校の部活動等」が 74.6％と最も多くなって

おり、その他の活動については、「定期的なアルバイト」が 6.5％、「定期的なボランティア活

動」が 5.6％などとなっています。 

就学別にみると、中学生と高校生では違いがみられ、学校や地域での活動に参加している人

の割合は中学生が約 92％を占めているのに比べて、高校生は約 74％と低くなっています。 

また、高校生は「特にない」と答えた人が多く、25.2％を占めています。 
図 学校や地域での活動への参加状況 
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（％）
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③子どもとふれあう機会 

子どもとふれあう機会についてみると、ふれあう機会のある人が約 54％を占めている一方

で、「ふれあう機会はない」人が 45.6％となっています。 

ふれあう機会のある子どもの内訳についてみると、「兄弟姉妹や親戚の子ども」が最も高く

36.1％を占め、次いで「学校の授業や行事」の 16.6％となっています。 

 
図 子どもとふれあう機会 
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